
歓迎昼食会でＡＳＥＡＮ首脳と懇談
発展を支えるのは中小企業

小
規
模
対
策
の
予
算
拡
充
を

全
国
知
事
会
に
要
望

事
業
全
体
で
利
益
を
確
保
す
る

中
国
の
対
日
方
針
に
変
化
の
兆
し

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

全
国
か
ら
優
れ
た
土
産
品
を
発
掘

全
国
観
光
土
産
品
連
盟
な
ど

　日　商　

お
知
ら
せ

転
嫁
対
策
は
　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら

付
加
価
値
を
高
め

新
価
格
設
定
を

コ
ス
ト
削
減
に
も

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
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１２８１点の商品を厳正に審査

２
つ
の
視
点
で
転
嫁
対
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る

乾
杯
の
あ
い
さ
つ
に
立
つ
三
村
会
頭

安倍総理も駆け付けた

　
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
は
、

１
月

日
号
を
休
刊
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
次
号

は
１
月

日
号
と
な
り
ま

す
。

日
本
商
工
会
議
所

　
日
本
商
工
会
議
所
は
、

昨
年

月

日
に
開
催
し

た
常
議
員
会
で
、
「
小
規

模
企
業
対
策
予
算
の
拡
充

に
関
す
る
要
望
」
を
決
議

し
、

月

日
に
全
国
知

事
会
へ
提
出
し
た
。

　
経
営
改
善
普
及
事
業
な

ど
の
小
規
模
企
業
対
策
予

算
は
、
「
三
位
一
体
の
改

革
」
以
降
、
多
く
の
都
道

府
県
で
減
少
傾
向
に
あ

る
。
日
商
で
は
毎
年
、
各

都
道
府
県
の
予
算
編
成
が

始
ま
る
時
期
に
、
全
国
知

事
会
を
通
じ
て
、
各
都
道

府
県
に
小
規
模
予
算
の
確

保
・
拡
充
を
求
め
て
い

る
。

　
要
望
書
で
は
、
全
国
の

商
工
会
議
所
が
従
来
か
ら

の
小
規
模
企
業
対
策
に
加

え
、
消
費
税
価
格
転
嫁
対

策
に
お
い
て
、
万
全
の
相

談
・
支
援
体
制
を
敷
い
て

い
る
こ
と
に
言
及
。
小
規

模
企
業
対
策
の
履
行
は
地

方
自
治
体
の
大
き
な
責
務

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
強
化

は
地
域
経
済
の
振
興
と
安

定
、
雇
用
の
確
保
を
も
た

ら
し
、
地
方
行
財
政
に
資

す
る
と
し
て
、
同
予
算
の

拡
充
を
要
望
し
て
い
る
。

　
日
本
商
工

会
議
所
は
昨

年

月


日
、
「
第
１

回
中
国
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
セ

ミ
ナ
ー
」
を

開
催
。
約


人
が
参
加
し

た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
国

に
お
け
る
省
エ
ネ
・
環
境

分
野
へ
の
進
出
に
関
心
の

あ
る
中
小
企
業
な
ど
を
対

象
に
し
た
も
の
。
セ
ミ
ナ

ー
で
は
ま
ず
、
中
国
大
使

館
経
済
商
務
処
の
羅
暁
梅

参
事
官
か
ら
「
中
日
省
エ

ネ
・
環
境
保
護
協
力
の
現

状
と
課
題
」
に
つ
い
て
話

を
聞
い
た
。
羅
参
事
官
か

ら
は
、
中
国
の
環
境
政
策

の
方
向
性
や
、
来
年
で
８

回
目
を
迎
え
る
官
民
合
同

の
「
日
中
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環
境
総
合
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
２
年
ぶ
り
に
再
開

さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
日
中
環
境
協

力
支
援
セ
ン
タ
ー
・
市
場

リ
サ
ー
チ
部
の
稲
田
健
志

次
長
が
「
中
国
環
境
分
野

の
最
新
動
向
と
有
望
な
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
」
に
つ

い
て
講
演
。稲
田
次
長
は
、

「
中
国
の
対
日
施
策
方
針

に
変
化
の
兆
し
が
あ
る
」

と
指
摘
。
「
一
時
は
冷
え

込
ん
だ
両
国
の
経
済
交
流

が
環
境
を
は
じ
め
と
す
る

分
野
で
増
加
傾
向
で
あ

る
」と
強
調
し
た
。ま
た
、

環
境
対
策
に
お
い
て
、

「
中
国
は
、
わ
が
国
の
知

見
を
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
」
と
語
っ
た
。
さ

ら
に
、
大
気
汚
染
で
世
論

が
喚
起
さ
れ
て
お
り
、
社

会
安
定
化
の
た
め
に
環
境

対
策
が
不
可
欠
な
状
態
に

あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の

た
め
、
環
境
に
関
す
る
規

制
が
先
進
国
レ
ベ
ル
に
厳

格
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
強

調
し
た
。
最
後
に
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
同
国
に
お
け

る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
ど

の
分
野
が
有
望
で
あ
る
か

を
説
明
。
大
気
・
水
・
ゴ

ミ
な
ど

分
野
を
挙
げ

た
。

　
な
お
、
本
セ
ミ
ナ
ー
は

全
３
回
シ
リ
ー
ズ
。
次
回

２
回
目
は
１
月

日
、
日

中
環
境
協
力
支
援
セ
ン
タ

ー
の
大
野
木
社
長
を
招
い

て
「
中
国
環
境
・
省
エ
ネ

ビ
ジ
ネ
ス
の
攻
略
法
（
仮

題
）
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

予
定
。
３
回
目
は
２
月


日
に
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

※
セ
ミ
ナ
ー
の
申
込
み
や

問
い
合
わ
せ
は
、
日
商
国

際
部
（
☎
０
３
・
３
２
８

３
・
７
５
３
２
）
ま
で

　
日
本
商
工
会
議
所
と
日

本
経
済
団
体
連
合
会
は
昨

年

月

日
、
「
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
首
脳
歓
迎
昼
食
会
」

を
開
催
。
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

友
好

周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
特
別
首
脳
会
議

に
出
席
す
る
た
め
に
来
日

し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

カ
国

の
首
脳
や
事
務
総
長
を
は

じ
め
、
安
倍
晋
三
内
閣
総

理
大
臣
、
日
商
の
三
村
明

夫
会
頭
、
経
団
連
の
米
倉

弘
昌
会
長
な
ど
１
５
０
人

が
参
加
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
安

倍
総
理
は
、
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
成
功
は
人
々
の
努
力

の
集
積
で
あ
る
。
人
々
の

持
つ
潜
在
力
を
解
き
放
つ

経
済
は
必
ず
伸
び
る
」
と

発
言
。
そ
の
上
で
、
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
産
業
育
成
の

傍
ら
に
は
日
本
の
企
業
人

が
い
た
。
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
が
『
輪
』
の
精
神
で

結
ば
れ
続
け
る
こ
と
は
、

ア
ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
の

安
定
と
平
和
に
つ
な
が

る
」
と
述
べ
た
。

　
三
村
会
頭
は
、
乾
杯
の

あ
い
さ
つ
で
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
域
内
で
操
業
す
る
日
系

企
業
は
、
経
済
再
生
を
目

指
す
わ
が
国
に
と
っ
て
不

可
欠
な
存
在
」
と
指
摘
す

る
と
と
も
に
、
「

年
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体

の
構
築
は
、
域
内
の
連
結

性
を
改
善
し
、
各
国
の
産

業
高
度
化
や
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
実
現
す
る
も
の
。

東
ア
ジ
ア
包
括
的
経
済
連

携
協
定
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
や

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
つ
な
が
る
こ
と

で
東
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
巨

大
な
経
済
圏
を
形
成
す
る

原
動
力
と
な
る
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、

「
こ
う
し
た
発
展
を
下
支

え
す
る
の
は
中
小
企
業
で

あ
る
」
と
述
べ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
へ
の
中
小
企
業
の
進

出
は
、
裾
野
産
業
の
育
成

や
、
雇
用
機
会
の
創
出
な

ど
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
を
強
調
し

た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
か
ら

は
、
議
長
国
を
務
め
る
ブ

ル
ネ
イ
の
ハ
サ
ナ
ル
・
ボ

ル
キ
ア
国
王
が
、
「
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
成
長
に
お
い
て

日
本
企
業
の
貢
献
の
大
き

さ
は
計
り
知
れ
な
い
。
そ

し
て
、
日
本
企
業
の
技
術

力
は
世
界
で
評
価
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
投
資
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
全
国
観
光
土
産
品
連
盟

と
日
本
商
工
会
議
所
は
昨

年

月

日
、
「
平
成


年
度
全
国
推
奨
観
光
土
産

品
審
査
会
」
（
審
査
委
員

長
＝
宮
城
勉
日
商
常
務
理

事
）
を
都
内
で
開
催
。
菓

子
・
食
品
・
民
芸
・
工
芸

の
４
部
門
で
、
大
臣
賞
や

日
商
会
頭
賞
な
ど
を
決
定

し
た
。

　
菓
子
部
門
で
は
大
津
風

月
堂
（
滋
賀
県
大
津
市
）

の
、
紫
式
部
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
源
氏
物
語
の
世
界

の
中
か
ら
光
源
氏
の
女
人

へ
の
回
想
と
あ
こ
が
れ
を

描
い
た
白
餡
入
り
の
焼
き

菓
子
「
近
江
帖
　

源
氏
物

語
姫
絵
巻
」
が
厚
生
労
働

大
臣
賞
に
輝
い
た
。
さ
ら

に
、
食
品
部
門
で
は
田
丸

屋
本
店
（
静
岡
市
）
の
、

徳
川
家
康
公
が
好
ん
だ
駿

河
の
食
材
「
山
葵
（
わ
さ

び
）
」
を
使
っ
た
土
産
を

玉
手
箱
に
詰
め
込
ん
だ

「
家
康
秘
宝
伝
説
」
が
農

林
水
産
大
臣
賞
に
選
ば
れ

た
。
ま
た
、
民
芸
部
門
で

は
国
土
交
通
大
臣
賞
と
し

て
工
房

田
（
福
島
県
郡

山
市
）の「
幸
の
福
ろ
う
」

が
、
工
芸
部
門
で
は
経
済

産
業
大
臣
賞
を
田
島
硝
子

（
東
京
都
江
戸
川
区
）
の

「
江
戸
硝
子
　
富
士
山
　

祝
盃
」
が
受
賞
し
た
。

　
日
商
会
頭
賞
に
は
、
ボ

ン
リ
ブ
ラ
ン
（
富
山
市
）

の
「
越
中
富
山
の
売
薬
さ

ん
」
や
、
中
村
屋
（
岩
手

県
釜
石
市
）
の
「
黄
金
海

宝
漬
」
、
帽
子
店
ｒ
ｏ
ｏ

ｆ
金
魚
ち
ゃ
ん
事
業
部

（
青
森
市
）
の
「
金
魚
ち

ゃ
ん
き
ゃ
っ
ぷ
子
供
用
」、

吉
岡
ロ
ゴ
テ
ッ
ク（
福
井

市
）の
「
起
き
上
が
り
個

箸
　
２
膳
組
」
の
４
品
が

選
ば
れ
た
。
な
お
、
表
彰

式
は
、
２
月
７
日
に
都
内

で
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

　
第

回
と
な
る
本
年
度

は
、
昨
年
に
比
べ
出
品
企

業
数
が

社
、
出
品
数
が

１
２
９
点
減
少
し
た
も
の

の
、
全
国
６
１
０
社
か
ら

１
２
８
１
点
の
応
募
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
出
品
企

業
数
、
出
品
数
と
も
に
歴

代
４
位
。
な
お
、
今
回
は

富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
に
ま
つ
わ
る
出
品
が

多
か
っ
た
。

　
同
審
査
会
は
、
全
国
各

地
の
観
光
土
産
品
の
中
か

ら
特
に
優
れ
た
も
の
を

「
全
国
推
奨
観
光
土
産

品
」
と
し
て
推
薦
し
、
大

臣
賞
な
ど
を
授
与
す
る
こ

と
で
観
光
土
産
品
の
育
成

・
発
掘
す
る
た
め
に
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。

観
光
土
産
品
に
ふ
さ
わ
し

い
か
、
郷
土
色
が
豊
か
で

デ
ザ
イ
ン
が
優
れ
て
い
る

か
、
品
質
が
優
れ
て
い
る

か
な
ど
の
審
査
基
準
に
基

づ
い
て
、
同
連
盟
の
審
査

委
員
が
厳
正
な
審
査
を
行

っ
た
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.miyageh

in.com/

）
を
参
照
。
問
い

合
わ
せ
は
、
同
連
盟
（
☎

０
３
・
３
５
１
８
・
０
１

９
３
）
ま
で
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
２
回

目
は
、
消
費
税
の
転
嫁
対

策
で
基
本
と
な
る
「
事
業

全
体
で
利
益
を
確
保
す

る
」
と
い
う
点
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。
前
回
、

お
伝
え
し
た
よ
う
に
税
率

が
上
が
っ
た
消
費
税
を
そ

の
ま
ま
価
格
転
嫁
し
、
収

益
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

消
費
マ
イ
ン
ド
の
減
退
や

競
合
と
の
価
格
競
争
を
考

え
る
と
、
な
か
な
か
難
し

い
も
の
で
す
。
現
実
的
な

対
応
と
し
て
は
、
一
律
に

価
格
転
嫁
す
る
の
で
は
な

く
、
事
業
全
体
で
収
益
を

確
保
す
る
こ
と
が
、
転
嫁

対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
下
の
図
を
見
な
が
ら

消
費
税
の
転
嫁
対
策
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
図
の
よ
う
に
、
転

嫁
対
策
は
い
ろ
い
ろ
な
視

点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
事
業
全
体
で
収

益
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
売
上
・
原
価
と
い
う

２
つ
の
視
点
に
大
き
く
分

け
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
対

策
を
考
え
ま
す
。
売
上
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ま

ず
は
、
既
存
商
品
の
「
価

格
」
と
「
数
量
」
で
の
対

応
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

既
存
商
品
の
価
格
を
変
更

す
る
か
・
維
持
す
る
か
と

い
っ
た
価
格
面
で
の
対
応

と
、
販
売
数
量
を
効
果
的

な
販
売
促
進
活
動
な
ど
に

よ
っ
て
増
や
す
な
ど
の
価

格
面
以
外
で
の
対
応
が
あ

り
ま
す
。
一
般
的
に
、
中

小
企
業
が
単
純
な
価
格
競

争
で
勝
ち
抜
く
こ
と
は
難

し
く
、
既
存
商
品
を
そ
の

ま
ま
販
売
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
転
嫁
対
策
と
し
て
は

よ
り
効
果
的
な
販
売
促
進

活
動
で
、
数
量
を
増
や
し

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
っ
か
り
と
し
た
販

売
計
画
の
立
案
と
方
針
の

決
定
、
実
現
に
向
け
た
適

切
な
方
策
の
実
施
、
さ
ら

に
は
、
必
要
に
応
じ
て
修

正
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
売
上
げ
向
上
の
た
め

に
、
も
う
一
つ
ぜ
ひ
と
も

取
り
組
み
た
い
こ
と
は
、

新
た
な
収
益
源
の
確
保
で

す
。
た
だ
し
、
ゼ
ロ
か
ら

新
た
な
も
の
を
つ
く
る
と

い
っ
た
「
新
た
な
商
品
開

発
」
は
、
な
か
な
か
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
既
存
商
品

に
少
し
違
っ
た
角
度
か
ら

手
を
加
え
て
み
る
な
ど
、

今
ま
で
と
異
な
る
視
点
で

品
質
改
良
や
利
便
性
向
上

を
目
指
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
　
顧
客
ニ
ー

ズ
に
合
う
よ
う
に
既
存
商

品
を
改
良
す
る
こ
と
で
、

付
加
価
値
を
高
め
、
新
し

い
価
格
を
設
定
す
る
こ
と

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
例
え
ば
、
①
原
材
料

の
品
質
や
量
の
改
善
＝
よ

り
良
い
材
料
を
使
う
こ
と

に
よ
る
品
質
の
改
善
や
サ

イ
ズ
の
変
更
（
小
分
け
な

ど
）
で
、
安
心
面
や
買
い

や
す
さ
を
訴
求
す
る
、
②

提
供
方
法
の
変
更
＝
工
場

や
産
地
か
ら
の
直
接
納
品

に
よ
る
鮮
度
向
上
や
、
宅

配
実
施
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
を
図
る
、
③
他
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
と
の
組
み
合

せ
＝
使
用
場
面
を
想
定
し

た
他
商
品
と
の
抱
き
合
わ

せ
販
売
や
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
買
い
上
げ
点
数
を
増

や
す
な
ど
。
こ
の
よ
う
な

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、

既
存
商
品
を
新
た
な
商
品

と
し
て
提
供
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
収
益
確
保
に
む
け
て
原

価
の
コ
ス
ト
削
減
も
重
要

で
す
。
無
駄
を
省
く
こ
と

や
節
約
と
い
っ
た
通
常
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
以
外
に

も
、
販
売
計
画
の
作
成
と

こ
ま
め
な
見
直
し
に
よ
っ

て
精
度
を
上
げ
、
廃
棄
ロ

ス
の
削
減
や
適
正
在
庫
を

真
剣
に
考
え
て
は
い
か
か

で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
検

査
の
低
減
や
梱
包
の
簡
素

化
、
仕
様
の
寸
法
公
差
な

ど
の
緩
和
と
い
う
点
も
、

も
う
一
度
見
直
す
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

売
上
げ
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

と
い
う
攻
め
だ
け
で
な

く
、
原
価
を
低
減
す
る
と

い
っ
た
守
り
も
含
め
、
総

合
的
な
対
策
が
転
嫁
対
策

の
基
本
で
す
。
以
上
、
２

つ
の
視
点
か
ら
転
嫁
対
策

を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
転
嫁
対
策
を

講
じ
る
こ
と
は
、

今
ま
で
の
収
益

確
保
の
仕
方
を

見
直
す
絶
好
の

機
会
に
な
り
ま

す
。
こ
の
機
会

を
上
手
く
活
用

し
、
収
益
の
確

保
、
さ
ら
に
は

拡
大
を
目
指
し

て
く
だ
さ
い
。

　
次
回
３
回
目

は
資
金
繰
り
や

会
社
と
し
て
の

組
織
対
応
に
関

す
る
対
策
を
考

え
て
み
ま
す
。

◆
　
　
◆

日
本
商
工
会
議
所
消
費
税

転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事

業
実
施
Ｗ
Ｇ
委
員
／
東
京

商
工
会
議
所
中
小
企
業
相

談
セ
ン
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
／
中
小
企
業
診

断
士
　
秋
島
一
雄


